
次世代交通とまちづくりワークショップ

R5.3.27 ふれあい すこやかホール 19：00～

“みらいとーく”（開催結果）

第２回

本日の進行
「沼田町の

交通について」

15分

事例紹介

「望む交通体系」

計30分

事例紹介 10分

フリートーク 20分

「鉄道資産活用」

計30分

事例紹介 10分

フリートーク 20分

「挨拶」

「アイスブレイク」

５分



アイスブレイク～自己紹介～

〇お名前

〇ご職業

〇最近あった良いこと

（or 最近食べて美味しかったもの）

グランドルール

〇大き目の声で話して
〇自由な発言（直感）でOK
〇なるべく簡潔に



ワークショップの目的

約３年後、JR留萌本線廃線後の

沼田町のまちづくりを町民の皆さんに伺いたい。

令和５年度３回程度

のワークショップを行う予定



沼田町の交通について



Ｒ4.4 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国の監督命令期限 R6.3 末 

R5.3 末 部分廃止 
（留萌―恵比島－真布－石狩沼田間） 

 

（2022 年 4 月） （2023 年 3 月） 

令和４年度 

Ｒ5.3 

令和５年度 

 

令和６年度 令和７年度 令和８年度～ 

部分運行３年間（石狩沼田－深川間） 

Ｒ5.4 Ｒ6.3 

（2023 年 4 月） （2024 年 3 月） 

Ｒ6.4 Ｒ7.3 Ｒ7.4 Ｒ8.3 

（2024 年 4 月） （2025 年 3 月） （2025 年 4 月） （2026 年 3 月） 

Ｒ8.4～ 

（2026 年 4 月） 

恵比島－真布－石狩沼田間は代替交通で運行 

🚋 

全線廃止（バス転換） 

提案内容 

 １．石狩沼田・留萌間は令和５年３月末まで運行し廃止 

 ２．深川・石狩沼田間は令和８年３月末まで運行し廃止（部分運行は３年間） 

 ３．これらの廃止時期をセットで合意 
その他 

◇部分運行期間中の運行費用と折返設備の費用はＪＲ北海道が全額負担。（地域の負担は一切なし） 

◇ご利用の少ない列車については、車両の制約から、令和６年春以降見直しを行う可能性がある。 

◇代替交通支援は、鉄道廃止日を起算とする。（最大 18年間） 

◇まちづくり支援は、直近の事例にならい 1自治体あたり約 7,000万円とする。 

🚋⇒🚌 × 

沼田町役場 ＪＲ留萌本線対策室 

ＪＲ北海道からの提案 令和４年７月２１日
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留萌本線を巡る状況概要①



留萌本線を巡る状況概要②



現在の沼田町の交通について

①町内の移動 沼田町営バス
幌新線 ８便（休日５便）
東予線 ３便（休日無し）

②町内↔町外 空知中央バス
沼田線 平日５便（休日３便）

※補完として、60歳以上・自己所有の自動車無しの方を対象に

③乗り合いタクシー 8時～19時 １時間単位

※18時-19時便無し



沼田町営バス・空知中央バスの路線図

空知中央バス
沼田町↔秩父別町↔深川市

幌新線 ８便（休日５便） 東予線 ３便（休日無し）

乗合いタクシー（碧水）
１０便



乗合いタクシーの区域図

＋郊外の公共施設等・墓地・北竜町（碧水のみ）



問４ 問３であがったテーマのうち、沼田町で優先して考えていくテーマは何ですか？（理由付きで）

●優先テーマ

みらいとーく参加者目線の公共交通を含めたまちづくり

（理由）

・町外からの移住者、観光者目線でも考える必要があるため。

・住んでいる人が使いやすい公共交通を考える必要があるため。

●優先テーマ

成功事例を参考にした季節性・一過性ではない鉄道資産活用

（理由）

・手押し貨車のような取り組みを行っている事例があるため。

・「あんどん祭り」や「ほたる」などの資源は重要であるが、通年ではないため。
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前回のサマリー



本日の目標

令和５年度のみらいとーくで取り扱う

「取り組み内容」

を決める。



望む交通体系について



「望む交通体系」 事例紹介

・士別市 「<乗合>習い事応援タクシー実証実験」

・網走市 「どこバス実証実験」

・江差町 「江差マース実証事業」

参加者目線で



• 士別市 「<乗合>習い事応援タクシー実証実験」



• 士別市 「<乗合>習い事応援タクシー実証実験」



• 網走市 「どこバス実証実験」



• 網走市 「どこバス実証実験」



• 江差町 「江差マース実証事業」



• 江差町 「江差マース実証事業」



「望む交通体系」 とは？

「取り組み内容」を考えてみよう。

参加者目線で

課題

・可能な事業者 ・財源 ・利用されるか？

対象者

町民

観光客

移住者
・・・etc

対象年齢

子ども

現役世代

高齢者
・・・etc

目的

利便性向上

経済性向上

町イメージ向上
・・・etc

考える視点

一旦置いておきましょう

２０分



赤井課長より

・廃線まで3年間であるが、令和5年度で話を詰めていきたい。

・10年、20年先を見た交通を考えてほしい。

20

望む「交通体系」で挙がった意見（抜粋）

特徴的な発言

・「たまに使う」や「便利」がキーワード

・高齢者の方は「買い物のバス」など、目的があるバスツアー
のような形が良いかもしれない。

・そもそも、目的地となるような取り組みが必要。夜高会館を
通年の見学利用に対応できるような。

・バス停をかっこよくするなど、写真を撮りたくなる需要喚起
も必要。



・みらいとーくに集まる人の9割9分は普段は車を使い、それが便利である。

・自分ごととしては落とし込めない。年配の方や子どもが身近にいないと。

・簡単に言えば、今のJRと同じ時間でバスが走ってくれれば良い。

・沼田町では、基本的には深川に行ければ、札幌や旭川などその後の接続は容易である。

・年１～２回、札幌や新千歳空港に車で行けないときに使えるバスなどがあると便利。

・現在のバスでもたまに使いたくても「どうやって乗って良いか分からない」という人は多いと思う・JRは乗らないので廃線となった。バスも同じ利用料ならば維持で
きない。

・現在バスを利用していない潜在的なユーザーを増やすことが重要であると思う。

・「たまに使う」がキーワードだと思う。

・学校や病院へのバスは必須なため、町が対応すると思う。

・年数回の方が使いやすいサービスが「便利さ」となるのではないか。

・例えば年１回だけでも、1千円払えばタクシーで札幌まで送ってくれるようなサービスなど。

・「便利」という視点では、朝6時台や7時台、夜7時や8時にハイエースで深川市まで送迎してくれるようなサービスがあると使いやすいかと思う。一家族が荷物付で移
動できるような。

・「便利」なサービスは、バスというよりもタクシーのようなものになると思う。

・移動というだけならば、秩父別のバス停留所から札幌までの高速バスはあるので、秩父別までの足の確保という考え方になる。

・逆に、公共で何でも可能というサービスはないと思う。個人のものではないので。

・車がない人、高齢者や子どものことを考える必要がある。

・高齢者からは「バスがないから行きたくても行けない」という声はよく聞く。

・ほたる館ですら、ほたる館まで行く直通バスがないため行けないとのこと。

・高齢者は、スマホも使えない方が多い。

・例えば今週のこの日は「買い物に行く日」、この日は「ほたる館へ行く日」のように、ゴミカレンダー等に書かれていれば使いやすい。

・朝や夜の移動需要などは、バスで対応出来れば良いかと思う。
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• 望む「交通体系」発言一覧



・JRでよくあったが、運休状況が即座に分からないのは困る。来るのか来ないのかすら分からない。

・スマホでＬＩＮＥにすぐに運休情報が届くと良い。

・滝川市への直通があると良い。

・北竜の郵便局と滝川市までのバスはある。そういう情報も分かりにくい。さらに、それを沼田まで伸ばしてほしい。

・朝の旭川市へ行くＪＲとの接続も間に合うように、バスの時間を考えてほしい。

・ポイントカードも良いとは思うが、何事も無料にするのはどうかと思う。

・「無料だから黙って使って」ではなく、受益者負担として、お金を出して意見を言えたり、サービス受けられる体制にもしてほしい。

・札幌行きたい、という希望は個人で負担すればいいかとも思う。

・出る時ではなく、戻るときの便利さも重要であると思う。

・LINEで予約出来るようなスマホアプリがあると良い。

・今ある本数をすべて維持ではなく、朝と夜、間の時間は乗り合いタクシーのようなシステムが良いのでは。

・「買い物便」や「病院行き」など、テーマごとに色々なところを回ってくれる、バスツアーのようなものに力を入れてもいいのかもしれない。

・現在のバスは、着いたあとに歩くのも本当に大変である。

・病院と連携して、この日は”沼田町民を受け入れる日”のような設定があると便利である。出来る限りその日に予約をするような。

・あんどん祭りは、お祭りの２日間だけに見る人もやる人も集中している。

・当日行けないだとか、その準備の過程も見たいという希望はあると思う。

・例えば夜高会館を観光客向けに歩きやすくして展示するなど、目的地化しても良いと思う。

・古い資料館などで使っていないのであれば、壊して駐車場にするなどもある。

・あんどんやほたるやトマトなどが町のウリとして発信しているが、沼田町民にそれぞれを熱く語れる人がいるのかというところも気になる。

・あんどんも、ただ集めて展示ではなく、そこに熱い思いも必要であり、その思いに人が集まると思う。
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• 望む「交通体系」発言一覧



・あんどん一つとっても、町民はいつ参加していいか分からない、どう参加して良いか分からない、となっている。

・体系的に、総合的に話せる人がいないからかもしれない。

・今あるものを見つめなおせば、今の沼田でも目的化させることが出来ると思う。

・点と点をつなげるように人を呼び込めば良い。

・郊外の方は、会合等の目的に合わせたバスがあれば。

・バス停をカッコ良くするのも一つの手。写真を撮りたくなるようなもの。

・パン屋やキャラクターがあっても良い。

・沼田町内の方でも、バスの待合所の塗装をやった方がいる。

・地域おこし協力隊のみなさんだけではなく、地域内にいる方がもっと地域おこしに関心を持ってもらえるように。
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• 望む「交通体系」発言一覧



鉄道資産活用について



「鉄道資産活用」 事例紹介

道の駅
足寄町 足寄町道の駅

観光鉄道
陸別町 ふるさと銀河線りくべつ鉄道

美深町 トロッコ王国美深

士幌町 森のトロッコ エコレール

http://www.ecorail.jp/

鉄道資料館
平取町 振内鉄道資料館

（更地）ウオーキングコース
兵庫県西宮市 福知山線廃線敷ウォーク

沼田町周辺においても・・・

増毛 増毛駅孝子屋

三笠市 三笠鉄道村

参加者目線で

https://www.town.ashoro.hokkaido.jp/kanko/spot/spot-21.html
https://shibare.or.jp/category/train/#taikenmenu
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%AD%E3%83%83%E3%82%B3%E7%8E%8B%E5%9B%BD%E7%BE%8E%E6%B7%B1
https://kamishihoro.info/sg_detail.php?id=9
http://www.ecorail.jp/
http://c5557.photoland-aris.com/hozon/hurenai-tetudousiryoukan.htm
https://www.hyogo-tourism.jp/course/result/73
https://hokkaidomasters.com/?p=35929
http://www.s-304.com/


近隣の新十津川の例では・・・



「鉄道資産活用」 とは？

「取り組み内容」を考えてみよう。

参加者目線で

課題

・可能な事業者 ・財源 ・利用されるか？

対象者

町民

観光客

移住者
・・・etc

対象年齢

子ども

現役世代

高齢者
・・・etc

目的

利便性向上

経済性向上

町イメージ向上
・・・etc

考える視点

一旦置いておきましょう

２０分
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「鉄道資産活用」で挙がった意見（抜粋）

特徴的な発言

・石狩沼田駅をビール製造を行い、実際に飲める場にする取り
組みがある。

・雇用を増やし、経済を回し、得た利益を子どもに投資できる
ような取り組みとしたい。

・線路を道路にするのも良いかもしれない。あんどん祭りが見
やすくなる。

・沼田の資源を使うにしても、しぼりたてのトマトジュースが
飲めるといったような、特徴的な取り組みが必要。

・必要とされる機能について、詳しい方の話を聞く必要もある。



・大学で廃線後の取り組みを調べた研究があった。カフェや交流広場になったが、年数とともに人が集まらない場所になっていく傾向があった。

・石狩沼田駅舎をビール工場にしていくという取り組みがあまり伝わっていないようで悲しい。

・働き手としての人が集まり、ビールを目当てに人が集まり、大人に連れられて子どもが集まるような場を目指している。

・アルコールは車ではなく、公共交通機関を使うことにもつながる。

・ビールの売り上げも、子どもに投資出来るようにしたい。

・アイディアを言ったとしても、流される環境ならば誰もアイディアを言わなくなる。

・カフェだけでは誰も来ないと思う。

・資料館も、どこにでもありふれたものになり、わざわざ作る必要があるのかと思う。

・お金があるから、とか、事業費だけで考えない方がいい。

・モノをつくれば維持管理のお金がかかる。

・まとまって一つのことが出来るようになれば良い。

・子どもたちの遊ぶ場所は現状、まちなかほっとタウン。お菓子も買えるし、トイレもある。みんなで集まる。

・駅のトイレの利用は思っているより多い。トイレを借りられるイメージが強い。

・レールを利用した発電が出来て、その電気を地ビールの製造に使えたり。

・敷地や設備などはどこまで

・基本的には所有者であるJR北海道の持ち物であるが、使用の用途により、譲渡を協議することは可能と聞いている。将来的な維持管理もかかるが、用途が決まれば
交渉が可能と思う。

・単純に線路が道路になると近道となる。少し幅を広げればあんどん会場やまつり会場ともなる。

・駅線路場であんどんのケンカが見られたりとかすると面白い。

・高台にもなっているので、町を見渡せる。冬は雪捨て場としてもいい。
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• 「鉄道資産活用」発言一覧



・便利さ、という観点でいくと駅にセブンイレブンが入ればみんなが来る。24時間でATMがあれば。

・駅舎を地ビール工場に改装した場合、法律的にそこで販売まで出来るのか。

・酒販の免許は場所につくため、可能かと思われる。実施する者が賃貸契約などで場所を借りられれば。

・ビールを作っている場所で飲むことまで出来れば大変面白いと思った。

・面白くビールを販売したり飲むことが出来る場所であれば、トイレ以外の需要も取り込めると思う。

・ふらっと立ち寄れる場所を目指すなら、駐車場も必要。

・さらに、駅から何かに代わるシンボルもあれば。ビールでもトマトジュースでも良い。

・トマトジュースでも、例えば搾りたてが飲めるなど、少し違うことが出来ればなお良い。

・町民が遊ぶ場所、働く場所、産業に慣ればそれが別のサービスにつながる。

・沼田町というPRにもつながる、という考えがある。

・まちのこだわりであんどん、ほたるがあるのであれば、それを使う。

・雪を使ったみんなの冷蔵庫。日本一大きい雪の冷蔵庫がある、など。

・子どもが来られると良い点

・町民が関われるものあれば。

・ビールの売り上げをぬまたの子どもたちに使っていきたい。

・ビールをただ売りましょうではなく、飲まない人も子どもたちに貢献できるような仕組みをもった産業にしたい。

・親が飲めば飲むほど、観光の方が買えば買うほど、沼田や子どもたちが喜ぶような形にしたい。

赤井

・大事にされてきた鉄道があり、そこを活用するという視点は町民からも理解され、そこに活動が生まれる整備だと理解される。そこにもっていきたい。
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• 「鉄道資産活用」発言一覧



・ターゲットも一般観光客なのか、マニアのような方なのか。

・１回見て終わり、という形にはしてほしくない。陸別の観光鉄道も何度も訪れる方がいる。

・札幌大通り公園の公園馬車のような取り組みもあり。沼田から真布駅間でも。

・町の人が誇りをもって、PRしていく形にしたい。町外からも人が来ないと外貨も必要。

・必要とされる機能について、マニアのような方からも話を聞く必要がある。

・サービスを勉強する機会を道内だけではなく、道外の事例から得る必要もあるかもしれない。

・沼田の取り組みも、詳しく聞くとすごいことをやっている。ほたるもトマトの取り組みも。もっと知らないと。

・取り組みを行うことに注力しているが、それを広めていくことも必要だと思う。

・頑張っている方に任せきりだけではなく、住んでいる人が協力して行っていかないと。

・評判などはあるが、広めるのは女性の方が得意な分野だったりもする。

・沼田のブランド化はみんなで取り組むこと。

・例えばニセコは地味な農村だが、表向きは華やかなリゾート地。

・ホテルの方や大人、子ども、すべての方がブランド化の意識を持って。

・役場の会議に呼ばれても、シナリオが用意されているものであり、何を言っても変わらない印象がある。

・変わらないならば、誰も来ない。

・核となる人や影響力のある人に協力をしてもらった方が、話は通りやすい。

・高齢者の方の意見も聞きたい。服を買いたいという意見も強い。

・買い物ツアーや、〇〇さんとのツアーなど、もあっても良いかも。

・町民は「住みたい町ナンバー１」も知らない

・商品券のような取り組みだけではなく、困ったことに寄り添えるような事業があっても良いと思う。
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・安心センターのように、お金を払ってでも健康に気を使いたい方も増えている。

・やってほしい、という希望を実現してほしい。例え失敗したとしても。

・町の人が困っていることはたくさんある。

・聞いてくることは可能である。

課長

・安心センター周辺を整備した時もそうだが、役場の考え方も土台にはある。

・鉄道廃線はゼロベースから意見を出し合っていただいた。

・町民の皆さんから話を聞いて、

・5年後、10年後、20年後のまちづくりを見据えて考え、そこにいくらの投資を行っていくかのレールを引きたい。

・今後も参加して良かったな、もう少し話したいという会議体を目指したい。

・20名に限らずもしよろしければ

・同じメンバーだけではなく、入れ替わり立ち代わり行っていきたい。

・よろしくお願いしたい。
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～クローズ～

お疲れさまでした。

今回、取り組みの方向性が見えてきました。

次回は、取り組みを実現させるには、
どのような点に考慮する必要があるか

考えてみたいと思います。

来年度も是非ご参加ください。


